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市
で
は
、
市
役
所
を
は
じ
め
と
す
る
舞

台
が
丘
施
設
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、

耐
震
強
度
を
満
た
し
て
い
な
い
中
央
公
民

館
の
耐
震
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

の
整
備
を
機
に
「
よ
り
使
い
や
す
く
、
市

民
本
位
の
魅
力
あ
る
公
民
館
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
で
は
、
講

座
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
意
見

を
い
た
だ
き
市
民
参
加
の
中
央
公
民
館
改

修
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
改
修
計
画
や
講
座
の
よ
う

す
を
紹
介
し
ま
す
。

 
決
定
し
て
い
る
改
修
内
容

①
耐
震
改
修

　

市
役
所
本
庁
舎
と
同
様
に
、
阪
神
淡
路

大
震
災
や
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
最
大
震

度
７
程
度
の
大
地
震
に
も
十
分
耐
え
ら
れ

る
強
度
を
確
保
し
ま
す
。

②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
で
も
利
用

し
や
す
い
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。
既
設

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
、
多
目
的

ト
イ
レ
を
必
要
に
応
じ
て
改
修
し
ま
す
。

③
１
階
部
分
の
公
民
館
と
し
て
の
改
良

　

現
在
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

が
、
今
回
の
整
備
計
画
に
よ
り
現
図
書
館

へ
移
転
し
ま
す
。
１
階
各
室
を
学
習
室
と

し
て
改
修
し
ま
す
。

※
改
修
工
事
は
平
成　

年
度
中
の
完
成
を

２４

目
指
し
、
具
体
的
な
設
計
に
つ
い
て
は

今
後
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

講
座
は
全
６
回
計
画
さ
れ
、
公
民
館
利

用
者
や
生
涯
学
習
講
座
の
関
係
者
な
ど
が

参
加
し
て
第
３
回
ま
で
が
開
催
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

【
第
１
回
】

　
　
　
　
　

（
８
月　

日　

中
央
公
民
館
）

２４

　

講
座
開
催
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
舞

台
が
丘
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
設
計
を
担

当
す
る
業
者
や
市
職
員
か
ら
、
耐
震
改
修

工
事
の
施
工
方
法
や
慢
性
的
な
学
習
室
不

足
の
改
修
の
た
め
現
１
階
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
部
分
を
有
効
活
用
し
て
い
き
た

い
と
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関

文
彦
公
民
館
長
が
「
公
民
館
と
は
」
と
題

し
講
義
を
行
い
、
館
長
の
立
場
と
し
て
、

ま
た
、
市
民
目
線
で
公
民
館
活
動
の
必
要

性
と
今
後
の
活
動
に
望
む
こ
と
な
ど
を
話

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
改
修
工
事

中
の
活
動
場
所
が
確
保
で
き
る
の
か
と
い

う
心
配
の
声
な
ど
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

【
第
２
回
】

　
　
　
　
　

（
９
月　

日　

中
央
公
民
館
）

１４

　

福
留
強
先
生
か
ら
講
義
が
行
わ
れ
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

そ
の
成
果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
」
生
涯

学
習
社
会
の
必
要
性
と
、
個
人
の
生
涯
学

習
の
成
果
を
地
域
の
発
展
に
生
か
す
こ
と

の
重
要
性
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ

れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
は
、
自
分
の
た
め

の
趣
味
や
教
養
の
講
座
に
と
ら
わ
れ
ず
自

分
の
学
習
成
果
を
地
域
に
活
か
し
て
ほ
し

い
、
公
民
館
を
大
事
に
使
お
う
・
良
く
し

よ
う
と
い
う
事
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で

す
」
と
参
加
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

【
第
３
回
】

　
　
　
　
　

（　

月　

日　

中
央
公
民
館
）

１０

１３

　

講
座
の
前
半
は
、
福
留
先
生
の
「
ま
ち

や
人
の
た
め
の
公
共
の
視
点
に
立
っ
た
公

民
館
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
講

義
が
行
わ
れ
、
公
民
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

需
要
の
あ
る
内
容
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、

少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
と
い
っ
た
学
習

す
べ
き
地
域
課
題
に
も
公
共
性
や
緊
急
性

の
視
点
を
持
ち
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

話
が
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
参
加
者
が

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
地
域
に
と
っ
て
望

ま
れ
る
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま

し
た
。

講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座
講
座
 『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
あああああああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててて
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
えええええええええええええええええええええ

『
魅
力
あ
る
公
民
館
に
つ
い
て
考
え
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』
る
』▲一人ひとりが公民館事業を考える
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集
ま
り
、

　
　

夢
見
る
ま
ち
づ
く
り

　

リ
ニ
ュ
―
ア
ル
さ
れ
る
公
民
館
。
東
御

市
民
の
夢
を
生
み
出
す
魅
力
あ
る
公
民
館

づ
く
り
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
魅
力
あ
る
公
民
館
づ
く
り
に

市
民
は
何
が
出
来
る
の
か
。
こ
の
講
座
で

は
、
公
民
館
の
基
礎
か
ら
、
事
業
の
在
り

方
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
東

御
市
の
魅
力
を
考
え
な
が
ら
今
後
ど
の
よ

う
な
事
業
を
展
開
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
市

民
が
そ
の
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
子
ど
も
か
ら
創
年
（
中
高
年
が
自
己

の
力
、
学
習
の
成
果
を
地
域
に
生
か
す
と

い
う
考
え
方
）
ま
で
を
対
象
と
す
る
、
魅

力
的
で
多
様
な
公
民
館
活
動
が
必
要
で
す
。

ま
た
「
公
共
」
を
考
え
る
人
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
市
民
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
公
民
館
機
能
が
再
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
毎
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

手
法
に
よ
っ
て
楽
し
く
学
習
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
討
議
し
な
が
ら
考

え
て
い
く
と
い
う
手
法
は
、
や
が
て
改
築

後
の
公
民
館
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
公
民

館
は
ど
の
よ
う
な
施
設
設
備
で
あ
れ
ば
よ

い
か
。
市
民
の
視
点
で
学
習
し
ま
す
。

道
の
駅
へ
油
絵
を
飾
っ
て
も
ら
い
、
お
客

さ
ん
に
観
て
も
ら
っ
た
に
」　

こ
の
様
な

会
話
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

経
済
成
長
と
と
も
に
国
民
全
体
が
自
立

で
き
、
豊
か
な
生
活
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
反
面
、
大
き
な
忘
れ
物
を
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
み
ん

な
で
助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
必
要
性
が

無
い
」
と
錯
覚
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
人

間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
お
互
い
の
存
在

さ
え
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

こ
で
、
公
民
館
活
動
を
中
心
媒
体
と
し
て
、

あ
い
さ
つ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基

礎
・
基
本
に
据
え
、『
感
謝
・
礼
儀
・
思
い

や
り
・
お
互
い
の
存
在
を
尊
重
し
合
う
』

を
目
標
に
し
て
真
の
生
き
る
喜
び
を
味
わ

い
た
い
も
の
で
す
。

 
講
座
参
加
者
の
声

　

私
は
、
普
段
か
ら
公
民
館
活
動
に
携

わ
り
、
講
座
の
講
師
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
を
受
講
し
て
、
公
民
館
事
業

の
持
つ
役
割
を
再
認
識
し
責
任
も
感
じ

て
い
ま
す
。
先
生
よ
り
全
国
各
地
で
活

躍
す
る
皆
さ
ん
の
話
を
お
聞
き
す
る
に

つ
れ
、
新
た
に
希
望
が
生
ま
れ
、
自
分

の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

真
剣
に
取
り
組
め
ば
ど
ん
な
こ
と
も

で
き
る
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
仲
間
た
ち
と
向
上
心
を

持
っ
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
東
上
田
区
・
女
性
）

　

社
会
教
育
法
を
は
じ
め
と
し
た
、
公

民
館
の
基
本
的
な
こ
と
や
存
在
理
由
を

勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。

　

高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
立
場
と
な
り
、

や
り
た
い
こ
と
や
学
び
た
い
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
は
た

く
さ
ん
勉
強
し
ま
す
し
、
そ
の
中
で
、

地
域
に
役
立
て
る
場
面
が
あ
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
勉
強
意
欲
と
は
、
最
初

か
ら
何
か
の
た
め
に
と
い
っ
た
義
務
感

で
は
難
し
い
も
の
で
す
。「
好
き
こ
そ

物
の
上
手
な
れ
」
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

興
味
を
持
て
る
自
分
で
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
日
向
が
丘
区
・
男
性
）

　 
未
来
に
残
し
た
い
、

　
　
　
　
　

豊
か
な
人
情

　

公
民
館
に
居
る
と
「
こ
の
間
、
皆
で
施

設
へ
行
っ
て
歌
を
歌
っ
て
き
た
だ
に
。
一

人
じ
ゃ
行
く
こ
と
も
、
歌
う
こ
と
も
出
来

な
い
け
ど
、
仲
間
皆
で
行
っ
た
か
ら
出
来

た
だ
よ
。
涙
流
し
て
聞
い
て
く
れ
た
だ
に
。

公
民
館
の
講
座
に
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て
良

か
っ
た
わ
い
」「
私
は
、
小
学
校
へ
行
っ
て

歌
っ
て
き
た
に
。
子
供
と
一
緒
に
歌
う
な

ん
て
初
め
て
で
、
嬉
し
か
っ
た
よ
」「
私
は
、

【講座講師】
福留　強さん

（聖徳大学教授・NPO
法人全国生涯学習まち
づくり協会理事長）

関　文彦
東御市公民館長

今後の予定　途中からの参加もできます！

　

今
後
の
講
座
は
上
記

の
通
り
予
定
さ
れ
、「
先

進
地
視
察
」
や
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
っ

た
、
市
民
参
加
型
の
講

座
内
容
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
市
民
の
た
め
の

公
民
館
と
な
る
よ
う
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

生
涯
学
習
係

　
　

�　

－

５
８
８
５

６４

先進地視察
・長野市柳原公民館
・松本市松原地区公民館
講師：福留　強さん

第４回　　　　
11月６日 （土）
午前１０時より

ワークショップ
「中央公民館をどんな
　　施設にしたいか考える」
講師：福留　強さん

第５回　　　　
12月11日 （土）
午前9時30分より

シンポジウム （公開討論会）
「中央公民館について
　　　　　　　　考える」
コーディネーター：
　福留　強さん
シンポジスト：
　花岡市長・関公民館長 他

第６回　　　　
３月６日 （日）
午後1時30分より

※内容等は変更になる場合もあります
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　食育推進事業のひとつとして、市内の小中学生とその保

護者を対象とした「親子料理コンテスト」を昨年にひき続

き開催しました。｢食材に市内産の野菜を１人分100ｇ以

上使用していること｣・｢家庭で料理しやすいこと｣などを条

件に作品を募集したところ、１７組の親子の応募がありまし

た。ここでは、応募作品の紹介と審査会の様子や結果をお

伝えします。

（作品名）（作品名）
 枝豆アイス・プチトマト添え 

早川真美子、真由 さん （小１） 親子 早川真美子、未来さん （小４） 親子 小森恵美、美久さん （小６） 親子

（（作品作品名）名）
 本日の夏野菜炒め 

（（作品作品名）名）
 ブロッコリーの海と山のハーモニー 

（（作品作品名）名）
 セロリの入った半熟卵のコンソメスープ 

岩下由美、香菜子さん （小６） 親子 畠中美保、勇輔さん （中１） 親子 畠中美保、秀彰さん （小５） 親子

（（作品作品名）名）
 カラフル野菜ドーナッツ 

（（作品作品名）名）
 トマポテチーズ 

（作品名）
 にらのうすやきロール 

西川佳子、明里さん （小２） 親子 安原節子、慶幸さん （小１） 親子 安原正人、智正さん （小１） 親子

（（作品作品名）名）
 八重原米を使ったあんかけ 

（（作品作品名）名）
 八重原産野菜スープ 
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（作品名）（作品名）
 八重原米ボール 

安原武志、龍太さん （小４） 親子 田中雅子、優龍さん （小３） 親子 池田恵子、泰成さん （小５） 親子

（（作品作品名）名）
 カレーパンマンサラダ 

（（作品作品名）名）
 トマじゃがのとうみ焼き 

５組の親子が実演審査会で腕を振るった
　9月11日に行われた実演審査会では、書類審査を通過した５組の親
子が“我が家の味”、“親子の連携”を披露しました。家の台所で料理
しているような、家庭的で和やかな雰囲気の審査会となりました。審
査員からは、｢親子で和気あいあいとやることが料理の原点だと感じ
た｣などの講評がありました。
　入賞した料理の詳細は、学校給食や地域の料理教室、市報とうみ等
を通して、市民の皆さんに紹介していきます。地域の皆さんにより生
まれた、新しいとうみの味が広がり、多くの市民の方が食に関心を持
つきっかけになればと願っています。

（作品名）（作品名）
 ベジタブルクレープ  

畠中美保、瑞希さん （中３） 親子

唐澤理恵、理子さん （中１） 親子

（作品名）（作品名）
 洋風はんだまちらしずし  

佐藤夏美、仁美さん （中１） 親子 宮入真奈美、菜知さん （小６） 親子

（作品名）（作品名）
 ピーマンの野菜詰め  

（作品名）（作品名）
 夏野菜“菜知スペシャル” 

親子料理コンテスト事務局　健康保健課保健係　�64－8882

土屋佐知子、晴楠さん （小３） 親子

▲審査員の皆さんと記念撮影

（作品名）（作品名）
 夏やさいたっぷり朝ごはん 
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月
は
全
国
子
ど
も
・
若
者
支
援

１１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
調
月
間
で
す

　

ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
青
少
年
の
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ

　

禁
止
法
違
反
』
が
急
増
！

　
　
　

被
害
は
深
刻
で
す
！

　

次
の
グ
ラ
フ
は
、
児
童
が
関
わ

っ
た
２
つ
の
犯
罪
件
数
を
昨
年
同

期
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

・
近
年
、
ケ
ー
タ
イ
の
掲
示
板
や

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
等
に
児

童
ポ
ル
ノ
が
掲
載
さ
れ
る
事
件
、

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
等
で
知
り
合
っ

た
相
手
に
呼
び
出
さ
れ
児
童
買

春
被
害
に
遭
う
事
件
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

・
身
近
な
東
信
地
区
に
お
い
て
も
、

　

歳
未
満
の
児
童
が
被
害
者
・

１８加
害
者
に
な
る
事
件
が
発
生
し

て
お
り
、
事
態
は
深
刻
で
す
。

 
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

　
　
 
加
入
率
は
約
半
数

　

ケ
ー
タ
イ
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

を
か
け
る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
有

害
な
情
報
、
人
物
に
ア
ク
セ
ス
し

な
い
た
め
の
最
低
限
の
防
御
策
で

す
。
し
か
し
、
実
際
は
ケ
ー
タ
イ

を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
約

半
数
し
か
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
加

入
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
」「
う
ち

の
子
は
ル
ー
ル
を
守
れ
る
か
ら
」

と
子
ど
も
を
過
信
し
て
い
る
、

「
面
倒
」「
ネ
ッ
ト
の
こ
と
は
分
か

ら
な
い
」
と
無
責
任
・
無
関
心
な

保
護
者
の
状
況
が
問
題
で
す
。

　

ど
ん
な
に
自
分
の
子
ど
も
を
信

じ
て
い
て
も
、
ケ
ー
タ
イ
に
次
々

と
忍
び
寄
る
誘
惑
に
子
ど
も
が
惑

わ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
事
件
の
被
害

者
・
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

 
実
際
に
起
き
た

 　

ネ
ッ
ト
に
関
わ
る

 　
　

事
件
や
ト
ラ
ブ
ル

「
人
気
者
に
な
り
た
く
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
子

　

着
メ
ロ
サ
イ
ト
の
広
告
を
何
気

な
く
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
写
真
投

稿
サ
イ
ト
が
開
い
た
。
そ
こ
に
は

裸
の
写
真
を
投
稿
す
る
少
女
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
た
。
Ａ
子
も
過
激

な
写
真
を
投
稿
し
、
人
気
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
に
な
り
有
頂
天
に
な
っ

た
。　

【
わ
い
せ
つ
物
陳
列
容
疑
】

「
お
小
遣
い
が
欲
し
く
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
子

　

カ
ラ
オ
ケ
で
遊
ぶ
お
金
欲
し
さ

に
、
友
人
か
ら
聞
い
た
下
着
販
売

サ
イ
ト
に
書
き
込
み
を
し
、
見
知

ら
ぬ
男
に
公
衆
ト
イ
レ
で
下
着
を

手
渡
し
、
お
金
を
稼
い
だ
。

　
　
　

【
古
物
営
業
法
違
反
容
疑
】

「
家
出
し
た
く
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ
子

　

「
家
出
し
た
い
」と
家
出
サ
イ
ト

に
書
き
込
み
、「
泊
め
て
く
れ
る
」

と
メ
ー
ル
を
く
れ
た
男
性
が
い
た
。

そ
の
ア
パ
ー
ト
に
行
っ
た
ら
、
複

数
の
男
か
ら
暴
行
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
性
被
害
】

「
懸
賞
に
当
た
り
た
く
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
男

　

懸
賞
サ
イ
ト
に
応
募
す
る
た
め

に
、
ケ
ー
タ
イ
の
画
面
に
住
所
・

氏
名
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
ら
、

次
々
と
出
会
い
系
や
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
な
ど
の
迷
惑
メ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
き
た
。

　
　
　
　

【
個
人
情
報
流
出
被
害
】

 
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

　
　
　
　
　

守
る
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
の
は
保
護

者
で
す
。
ケ
ー
タ
イ
の
危
険
性
や

対
処
法
を
子
ど
も
に
伝
え
ず
に
、

ケ
ー
タ
イ
を
与
え
る
こ
と
は
、
高

速
道
路
を
無
免
許
で
運
転
す
る
ほ

ど
危
険
な
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
保

護
者
が
し
っ
か
り
と
学
び
、
子
ど

も
に
指
導
助
言
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

  
〜
信
じ
て
い
る
だ
け
で
は

　
　
　
　
　

子
ど
も
は
守
れ
ま
せ
ん
〜
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とうみ

  
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
を
養
成

　

９
月　

日
、　

日
の
２
日
間
、

１１

１２

東
御
市
中
央
公
民
館
で
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
を
開
講
し
ま
し
た
。

 
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
ケ
ー
タ

イ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
悪
影
響

か
ら
守
る
た
め
に
、
出
前
講
座
を

行
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
に
応
じ
る
皆
さ
ん
の
こ
と
で

す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
現
在
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
員
な
ど　

名
が
研
修

２０

中
で
す
。
研
修
を
重
ね
た
後
、
教

員
は
学
校
で
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
地
域
で

の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
担

い
手
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

 
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

養
成
講
座
の
内
容

　

２
日
間
の
集
中
講
座
の
講
師
と

し
て
、
ネ
ッ
ト
問
題
の
第
一
人
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
下
田
博

次
先
生
、
青
少
年
メ
デ
ィ
ア
研
究

協
会
ス
タ
ッ
フ
を
お
招
き
し
て
、

ケ
ー
タ
イ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

関
わ
る
専
門
的
な
内
容
に
つ
い
て

ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
男
女
共
生
係

　

�　

－

５
９
０
６

６４

セーフティネットアドバイザーによる
　　　　　　　  ネットリテラシー講座

「「「「「「「「「「ケケケケケケケケケケーーーーーーーーーータタタタタタタタタタイイイイイイイイイイをををををををををを持持持持持持持持持持たたたたたたたたたたせせせせせせせせせせるるるるるるるるるる前前前前前前前前前前にににににににににに！！！！！！！！！！「ケータイを持たせる前に！」」」」」」」」」」」
  ～身につけよう
　　　ペアレンタルコントロール～

◆日時：12月2日（木）午後７時～８時30分

◆場所：中央公民館講堂

◆主催：市教育委員会、ネットリテラシー教育推進協
議会、セーフティネットアドバイザー協議会、

　　　　市青少年育成市民会議

　保護者の皆さんをはじめ、祖父母、地域の皆さん、

どなたでも参加できます。お誘い合わせのうえご来場

ください。

研修会のお知らせ
アドバイザー養成講座から学んだこと

インターネットは大人のためのメディア
－子どものために造られたメディアではない－

1

ネット社会は受信も発信も自己責任
－子どもであっても問われる責任－

2

ネットはいつでもどこでも誰とでも繋がっている
－世界中の人に見られている－

3

ケータイはパーソナル（個人）メディア
－子どものケータイの中身、保護者には見えない－

4

子どもにダイレクトに接する有害情報・危険人物
－保護者の頭越しに子どもに迫る危険－

5

フィルタリングは万能ではない
－健全と認定されたサイトで犯罪多発－

6

必要なのはリスク教育
－ネット社会での失敗は取り返しがつかない－

7

ケータイを持たせない選択、持たせる覚悟
－保護者に必要なペアレンタルコントロール※能力－

8

ネット社会を生きるために子どもに必要な３つの力
－判断力・自制心・責任能力－

9

誰もがセーフティネットアドバイザーに
－家庭・学校・地域・行政の連携で子どもを守る－

10

※ペアレンタルコントロール：子どものパソコンや携帯
　電話などの利用を、親が見守り・指導すること

▲ワークショップのようす

▲下田先生の講義
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３　　　　位準　　優　　勝優　　　　勝部　　　　門競 技 種 目

北御牧・和東部ひげソレーズ田　　　中軟 式 野 球

滋　野　Ｂ北　御　牧和　　　Ａ男子ソ フ ト ボ ー ル

ら い で んルーキーズコトヒラ工業男子
バ レ ー ボ ー ル

北　御　牧田　　　中祢　　　津女子

バ リ ア ス日信工業㈱田　　　中バスケットボール

出沢　英一・土屋　貴史大澤　孝暢・宮澤　靖志飯島　典紀・窪田　裕介一般男子

ソ フ ト テ ニ ス

寺島　国夫・松林　健雄矢野　義人・池田　一彦�沢　政勝・飯島　嘉幸成人男子45歳以上

渡辺　良子・宮崎　良子田中　澄子・桜井ふじ子中島美佐子・小西伊津子一般女子

角田　　楓・富岡　智裕桜井　綾汰・�沢　拓実竹原　祐斗・山口　海人小学生男子

島田　朝実・中島　伴美鈴木　杏奈・大崎　詩生小学生女子

金井　啓汰・桜井　優悟大園　彩未五十嵐実玖流小学１年生

剣　 　 　 　 道

吉沢　将洋・土屋　輝記宮下　大樹荻原　佳樹小学２・３年生男子

神林　菜月・田中　　凛小泉　涼香阿部　祐佳小学３・４年生女子

大園　紘輝・柳沢　彰吾渡辺　瑞樹常田　翔矢小学４・５年生男子

竹原　祐斗・戸田　太樹矢澤　佑貴小田中　豊小学６年生男子

今井　胡桃・柴田　夏希柘植　映結依田　琴音小学５・６年生女子

東御市剣道教室和剣道スポーツ少年団尚武館小学生団体戦

フットスター雷電・アルティスタJr保護者会CEREJAナティーボ サ ッ カ ー

宮田　　　中東 上 田 Aゲ ー ト ボ ー ル

長谷川寛樹・田口　　勉桜井　得二・桜井　俊哉滝沢　郁也・滝沢　文昭男子ダブルス
テ ニ ス

佐藤　京子・谷口久美子松井　法子・上坂　亜弓小林　　綾・白井　尚子女子ダブルス

大日向晴也・柏原　　雅鍵山　泰輝渡辺　美琴Ｅトーナメント

柔 道

西澤　優羽大澤　礼弓堀内　希莉小学１・２年生

横山　星也・射手　騎士唯野　己哲楢原　紳太小学３・４年男子

堀内　真瑚・斉藤　瑞希荻原　杏菜土屋　朋未小学３・４年女子

白倉湖太郎・小林　　忍小林　鉄明渋谷　周平小学５・６年男子

小山　陽菜友野　　葵荻原　杏慈小学５・６年女子

羽柴　敦樹小林　耀平中学生男子

上原万智子中学生女子

新井　一幸・小林　勇輝藤田　秀義中山　真吾一般・有段者

竹内　佳郎八巻　秀一花里　照信男子８０歳以上

マレットゴルフ 小林　計子女子８０歳以上

白鳥　純一田畑　宗郎渡辺　一二男子７０歳～７９歳

　
　

月
3
日
、
第
7
回
市
総
合
体
育

１０
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
に
先

立
ち
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
地
区
ご
と
に

堂
々
の
入
場
行
進
や
選
手
宣
誓
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ
る
国
旗
・
市
旗
・

体
育
協
会
旗
の
掲
揚
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
中
央
公
園
内
体
育
施
設

ほ
か
市
内
各
施
設
に
別
れ
、
晴
天
の

下
、　

種
目
に
約
3
、
0
0
0
人
の

２０

参
加
者
た
ち
が
技
術
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
競
い
ま
し
た
。 

　

各
競
技
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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とうみ

３　　　　位準　　優　　勝優　　　　勝部　　　　門競 技 種 目

飯島　重子木内美奈子六川美千代女子７０歳～７９歳

マレットゴルフ 正城　　悟山中　幹夫松井　信明男子１８歳～６９歳

細山　文子古田　禮子西野入節子女子１８歳～６９歳

ザ・ペンギンズくるみガールズちゅうりっぷ女①一輪車リレー：タイム差

チ ャ レ ン ジ
ザ ・ ゲ ー ム

ラッキークローバーみまきっ子ファイターズⅡくるみOBボーイズ一輪車リレー：スピード

祢津１０（テン）祢津小Familyねつっ子ジャンピングロープジャンピング１０（小学生）

マーガレット母卒 園 児 母ちゅうりっぷははロープジャンピング１０（一般）

ディズニーフェアリーズみまきっ子ファイターズⅡ祢津っ子元気ーズぞうきんがけ６０mリレー

 ３５名 参 加個人戦遠的ヘルシーダンス

ポ　パ　イフ レ ン ドOscer（オスカー）男子
ビ ー チ ボ ー ル

根　っ　こアルバローザOCEAN（オーシャン）女子

坂口　　翼小学４年生以下男子

卓　 　 　 　 球

田中　鈴美松井　優歩浅海　　渚小学４年以下女子

藻谷　啓介町田耕太郎小学５・６年生男子

高藤　聖美清水　　結田中　澄菜小学５・６年生女子

三井　芳紘・大木　　翼土屋　和也船田　翔太中学生男子

乗則　碧唯・若林　実里大日向玲美春原　萌奈中学生女子

花岡　　高・内山　　崚阿部　晃久荻原　健久一般男子

花岡　美祈・丸山　晴香丸山　茶和竜野　洋子一般女子

北御牧Ｂチーム・祢津チーム和 チ ー ム田中チーム団体戦

身　障　Ｂ身　障　Ｃ身　障　Ａゲートボール

身体障害者協会

中村　忠雄フライングディスク１組

高藤　光友フライングディスク２組

竹村　幸男フライングディスク３組

佐藤　幸彦フライングディスク４組

桜井　好祐フライングディスク５組

和田　　　中北　御　牧団体戦

弓 道
荻原　清人黒澤　悠樹宮坂　武雄個人戦（近的）

荻原　清人山田喜久雄飛知和明弘個人戦（遠的）

清水　拓哉大塚まりあ黒澤久美子個人戦（初心者）

荻原　　剛小西　　学倉嶋　貫司男子グ ラ ウ ン ド
ゴ ル フ 中村ちさみ武者　初美田丸　　知女子

森田　ルミ幼年　形

空 手 道

原　　大和・小泉　迅矢高橋　陽翔上原　維吹小学生低学年　形

若林　魁人竹内　美優手塚　茉佑小学生高学年　形

小岩井愛子小林　美紀一般　形

土屋　優太武田　幸賢渡辺　瑛貴有級・有段者（小学生低学年）形

柳沢　　神・赤尾　　守金井　沙和望月　竜翔有級・有段者（小学生高学年）形

小泉　迅矢・滝沢　広大原　　大和上原　維吹小学生低学年　組み手

小林　武志・若林　愛里三井　希美手塚　茉佑小学生高学年　組み手

武田　幸賢土屋　優太渡辺　瑛貴有級・有段者（小学生低学年）組み手

望月　竜翔・赤尾　　守金井　沙和柳沢　　神有級・有段者（小学生高学年）組み手

48 名 参 加太 極 拳

▲堂々の入場行進 ▲ソフトボール ▲剣道 ▲ビーチボール
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月
３
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
に
お
い

１０
て
平
成　

年
度
東
御
の
日
記
念
式
典
が
、

２２

区
長
や
各
団
体
代
表
の
皆
さ
ん
約
２
０
０

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
花
岡
市
長
が
「
市
民
と
地

域
の
力
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
東

御
市
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の

市
長
表
彰
の
ほ
か
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク

ー
ル
と
親
子
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
花
岡
市
長
よ
り
一
人

ず
つ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
を
代
表
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
の
小

山
剛
さ
ん
が
「
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
。
健
康
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたた
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
はははははははははは

 
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

次次次次次次次次次次
のののののののののの
とととととととととと
おおおおおおおおおお
りりりりりりりりりり
でででででででででで
すすすすすすすすすす

 　
　
　
　

次
の
と
お
り
で
す

　

文
化
振
興
功
労

　
　
　

�
沢　

榮
一
さ
ん

　

文
化
振
興
功
労

　
　
　

梅
野　
　

�
さ
ん

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労

　
　
　

小
山　
　

剛
さ
ん

　

交
通
安
全
功
労

　
　
　

渡
邊　

重
一
さ
ん

　

消
防
功
労

　
　
　

掛
川　

久
善
さ
ん

　

な
お
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
結

果
は
市
報
と
う
み　

月
号　

・　

ペ
ー
ジ

１０

１２

１３

に
、
親
子
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
今

月
号
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▲関袈裟之輔さん
（88歳・中八重原・中央）

「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
」

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬

   
敬
老老老老老老老老老老
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
問問問問問問問問問問
をををををををををを
実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施

老
祝
賀
訪
問
を
実
施

　

敬
老
祝
賀
事
業
の
一
環
と
し
て
、
敬
老

祝
賀
訪
問
が
９
月　

日
、　

日
の
２
日
間

２９

３０

に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
在
住
の　

歳
（
米
寿
）、　

歳

８８

９９

（
白
寿
）、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
の
う
ち
、
訪
問
を
希
望
さ
れ
た　

名
５７

の
お
宅
に
花
岡
市
長
と
増
田
勝
仁
市
社
会

福
祉
協
議
会
長
が
お
伺
い
し
、
お
祝
い
の

言
葉
と
と
も
に
記
念
品
を
贈
呈
し
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。
記
念
品
を
手
に
し
た
皆
さ

ん
は
、
お
元
気
そ
う
で
穏
や
か
な
面
持
ち

で
し
た
。

　

今
年
度
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
１

５
０
名
（
男
性　

名
・
女
性
１
０
７
名
）、

４３

白
寿
は　

名
（
男
性
１
名
・
女
性　

名
）、

１３

１２

１
０
０
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
３
名
（
女
性

３
名
）
で
し
た
。

▲笹沢やいさん
（88歳・常田・前列左）

▲牛木けさよさん
（99歳・本海野・前列右）

▲土屋　和さん
（100歳・別府・前列左から２番目）

▲受賞された皆さん
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９
月　

日
か
ら　

月　

日
に
か
け
て
、
市
内
小
学
校
や
保
育
園
、
幼

２５

１０

１６

稚
園
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
け
っ
こ
や
選
抜
リ
レ
ー
で
の
全

力
疾
走
、
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
や
組
体
操
、
白
熱
の
騎
馬
戦
な
ど
、
猛

暑
の
頃
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
競

技
に
、
会
場
に
集
ま
っ
た
ご
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
大
き
な
声

援
や
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

  
小
学
校
、
保
育
園
、

幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
ででででででででででででででででででででで
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
　
　
　

幼
稚
園
で
運
動
会

　

９
月　

日
、
中
央
公
民
館
講
堂

２６

で
市
と
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

主
催
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
共

催
で
金
婚
祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、

今
年
度
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
と

返
答
が
あ
っ
た
ご
夫
婦
は　

組
で
、

８９

こ
の
日
は　

組
の
ご
夫
婦
が
仲
良

６５

く
手
を
携
え
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
出
澤
保
則
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
が
「
協
力
し
て
激

動
の
時
代
を
乗
り
越
え
ら
れ
て
き

た
こ
と
に
感
服
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
夫
婦
仲
良
く
生
き
が
い
あ
る

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
花
岡
市
長
と
出
澤
会
長
が

慶
祝
状
と
記
念
品
を
１
組
ず
つ
手

渡
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
ご
夫
婦
を
代
表
し
、

唐
澤
光
章
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら

「
縁
あ
っ
て
結
ば
れ
共
に
睦
み
合

い
励
ま
し
合
っ
て
今
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
金

婚
式
を
迎
え
る
喜
び
に
ひ
た
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
家
族
の
愛
や

ま
わ
り
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

思
い
や
り
や
励
ま
し
が
あ
っ
た
か

ら
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
共
に
力
を
合
わ
せ
、
社
会
や

ま
わ
り
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

「
こ
れ
か
ら
も

「
こ
れ
か
ら
も

仲
良
く
お
幸
せ
に
」

　
　
　

仲
良
く
お
幸
せ
に
」

金金金金金金金金金金
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
式式式式式式式式式式
をををををををををを
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催

　
　
　
　
　
　

金
婚
祝
賀
式
を
開
催

▲慶祝状・記念品の贈呈
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東御市農業委員会だより  ⑤

　８月１２日、今年で25回目を迎える親子ふれあい青空朝市が、北御牧グ

ランドで開催されました。当日、台風４号の接近で天気が心配されまし

たが、予定通り朝５時より行われました。朝市のメインの盆花は20分く

らいの間に完売となり、あとから来たお客さんには大変ご迷惑をおかけ

してしまいました。　

　地区の常連のお客さんのほか、旧東部地区や市外からのお客さんにも

来て頂き、とてもにぎわいました。　　　　　　　（山浦正芳会長代理）

　９月18日 （土）、19日 （日） の２日間、「第19回巨峰の王国まつり」に

参加しました。当市の特産物をピーアールする場として「おらが味横

丁」で市内産の“焼きもろこし”と“きびもち”の販売を行いました。

朝から大勢の皆さんにお越しいただき、好評のうちに完売することが

できました。ご協力ありがとうございました。

　このまつりに参加して、改めて特産物を大切にして守り育て、市の

活性化に貢献していくことが必要であると思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（�澤幸徳農業委員）

＜早朝よりにぎわいました＞

＜特産物を大切に＞

　８月から９月にかけて、各地区に分かれて｢農地パトロール｣を行い、

農地の利用状況の把握に努めました。このパトロールは、遊休農地の解

消や違反転用の早期発見と不法投棄の防止を図る目的で毎年実施されて

います。

　遊休・荒廃農地に対して「迷惑だ」「困っている」という声が市内の

あちこちで聞こえます。周辺農地に迷惑を掛けない為にも、農地の有効

利用をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　（山本清農業委員）

＜遊休・荒廃農地の解消を＞

  ■農地相談会を開催しました
　市農業農村支援センターとの共催で、農地相談会を開催しまし

たところ下表のとおりの相談がありました。貸付を希望されてい

る農地については、現在、借り手を探している状況です。

　農地に係わる手続きのことでお聞きしたいことがありましたら、

地元の農業委員や農業農村支援センターまでお気軽にご相談くだ

さい。

貸付希望状況
相談者開催地区実　施　日

面積 （㎡）筆数

16,849１６１１旧東部地区
９月２９日 （水）
９月３０日 （木）

  8,899１１６北御牧地区１０月１日 （金）

25,748２７１７合　　計

▲相談会のようす
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特
集  
市
独
自
の
地
ビ
ー
ル
を
作
る
た
め
に

　

〜
地
ビ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ホ
ッ
プ
栽
培
の
取
り
組
み
〜

　

信
州
東
御
市
振
興
公
社
の
滝
澤
謙
一
郎

さ
ん
に
、
地
ビ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
南
側
で

栽
培
を
は
じ
め
た
ホ
ッ
プ
栽
培
に
つ
い
て

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
プ
は
ビ
ー
ル
の
香
り
や
味
を
出
す

た
め
に
最
も
重
要
な
素
材
で
す
。
東
御
市

独
自
の
地
ビ
ー
ル
を
作
る
た
め
に
、
咋
年

か
ら
ホ
ッ
プ
の
栽
培
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

栽
培
し
て
い
る
ホ
ッ
プ
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ス
タ
ー
と
カ
ス
ケ
ー
ド
、
フ
ァ
グ
ル
の
３

種
類
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
タ
ー
は
岩
手
県

か
ら
苗
を
譲
っ
て
頂
き
、
今
で
も
栽
培
時

に
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
岩
手

県
の
指
導
員
の
方
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

栽
培
に
は
、
ま
ず
土
づ
く
り
か
ら
行
い
、

牛
肥
や
化
学
肥
料
を
入
れ
、
追
肥
を
３
回

行
い
、
病
気
や
虫
が
つ
か
な
い
よ
う
消
毒

が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ッ
プ

は
３
年
目
か
ら
安
定
し
て
収
穫
で
き
ま
す
。

１
年
目
は
安
定
期
の
５
分
の
１
ほ
ど
し
か

収
穫
で
き
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
苗
が

若
い
今
は
、
株
の
育
成
に
重
点
を
置
き
な

が
ら
育
て
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
年
の
秋

は
、
収
穫
し
た
カ
ス
ケ
ー
ド
種
を
使
い

【
ビ
エ
ー
ル
・
ド
・
雷
電　

秋
仕
込
み
イ

ン
デ
ィ
ア
・
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
】
と
い
う
地

ビ
ー
ル
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

「
こ
の
秋
仕
込
み
は
、
に
が
み
・
香
り
・

う
ま
み
・
こ
く
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
地
ビ
ー
ル
で
す
。
今
後
は
、
ホ
ッ
プ
の

特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
四
季
に
合
わ
せ
て

【
ビ
エ
ー
ル
・
ド
・
雷
電
】
の
各
季
節
４

種
類
の
地
ビ
ー
ル
を
作
っ
て
い
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ

い
」
と
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲滝澤さんとホップの木

▲オラホビール・
　　　　　ホップ園

▲ホップの実

『
あ
の
人
に
任
せ
た
い
！
私
の
大
切
な
お
金
』

　
　
　
　
　
　
  
任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て
・
・
・

「
年
を
取
っ
た
ら
自
分
で
お
金
の
管
理
で

き
る
か
心
配
だ
。
で
も
、
信
頼
で
き
る
人

に
お
金
の
管
理
を
お
願
い
で
き
れ
ば
安
心

だ
け
れ
ど
・
・
・
」
と
い
う
方
に
、
転
ば

ぬ
先
の
杖
な
ら
ぬ
、
転
ば
ぬ
先
の
『
任
意

後
見
制
度
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
任
意
後
見
制
度
と
は

　

将
来
、
認
知
症
な
ど
に
な
っ
た
場
合
に

備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
金
銭
な
ど
に
つ
い

て
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
人
と
支
援
し
て

も
ら
う
内
容
を
決
め
て
お
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
、
支
援
し
て
く
れ
る
人
を
任
意
後

見
人
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
認
知
症
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
決
め
て
お
い
た
と
お

り
後
見
人
に
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

■
ど
の
よ
う
な
人
を

　
　

任
意
後
見
人
に
選
ぶ
の
か

　

信
頼
で
き
る
人
を
選
ぶ
こ
と
が
肝
心
で

す
。
例
え
ば
、
親
族
や
信
頼
で
き
る
友
人
、

そ
れ
以
外
で
あ
れ
ば
弁
護
士
や
司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
な
ど
専
門
家
に
依
頼
す
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

■
制
度
を
利
用
す
る
に
は

　

最
寄
り
の
公
証
役
場
へ
行
き
、
支
援
し

て
も
ら
い
た
い
内
容
を
任
意
後
見
人
と
公

正
証
書
で
契
約
を
結
ん
で
お
き
ま
す
。
公

正
証
書
と
は
、
公
証
人
と
い
う
法
律
専
門

家
の
公
務
員
が
作
成
す
る
法
律
上
の
権
利

に
関
す
る
文
書
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。（
健

康
問
題
に
よ
り
出
向
け
な
い
場
合
は
、
公

証
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）

　

い
ざ
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
可
能
な
ら
ば
本
人
、
親
族
ま
た
は

任
意
後
見
人
が
最
寄
り
の
家
庭
裁
判
所
で

支
援
す
る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

自
分
の
将
来
は
自
分
で
決
め
た
い
と
い

う
方
、
任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
と
い
う
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

●
最
寄
り
の
公
証
役
場

　
　

上
田
公
証
役
場

　
　

�　

－

５
４
７
７

２２

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

　
　

�　

－

５
０
０
０

６４
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地球にやさしい地球にやさしい
まちづくり

シリーズ ⑦

　

今
回
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
暖
房
器

具
と
し
て
薪
ス
ト
ー
ブ
を
と
り
あ
げ
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
地
球
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　

薪
ス
ト
ー
ブ

　

地
球
環
境
を
守
る
取
組
み
の
中
で
、
燃

料
と
し
て
の
薪
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

薪
を
燃
や
す
時
に
も
二
酸
化
炭
素
が
出
ま

す
が
、
そ
の
発
生
量
は
樹
木
と
し
て
育
っ

た
過
程
で
吸
収
し
た
量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
と
さ
れ
、
地
球
環
境
に
負
荷
を
か
け
な

い
資
源
と
言
え
ま

す
。
薪
に
は
主
に

間
伐
材
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
間

伐
さ
れ
た
山
林
は

活
性
化
し
、
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
効

率
が
良
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
薪
ス

ト
ー
ブ
は
人
に
や

さ
し
い
の
も
魅
力
で
す
。「 
輻  
射  
熱 
」
に
よ

ふ
く 
し
ゃ 
ね
つ

り
、室
内
全
体
の
温
度
差
が
少
な
く
、ど
こ

に
い
て
も
均
一
の
温
か
さ
を
保
ち
、
体
の

表
面
や
顔
だ
け
が
温
か
く
背
中
は
寒
い
と

い
う
こ
と
が
な
く
、
温
泉
浴
に
も
似
た
効

果
で
体
の
芯
か
ら
温
ま
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

実
際
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
◆
心
も
体
も
温
め
て
く
れ
る
薪
ス
ト
ー
ブ

　

荻
原
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

　
　
　
　
　

荻
原　

興
晴
さ
ん
（
原
口
）

　

「
地
球
と
家
計
に
や
さ
し
く
」と
の
思
い

か
ら
自
宅
と
絵
画
教
室
を
開
い
て
い
る
ア

ト
リ
エ
に
薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
始
め
ま
し

た
。
江
戸
時
代
末
期
建
築
の
自
宅
は
気
密

性
が
低
く
他
の
ス
ト
ー
ブ
と
の
併
用
で
す

が
、
灯
油
ス
ト
ー
ブ
が
主
だ
っ
た
頃
は
、

光
熱
費
が
合
計
で　

万
円
ほ
ど
か
か
っ
て

１０

い
た
の
で
、
今
で
は
家
計
を
助
け
て
く
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
空

間
全
体
を

や
わ
ら
か

く
暖
め
、

か
す
か
な

煙
と
「
パ

チ
パ
チ
」

と
い
う
音
、

ゆ
ら
め
く

炎
の
ぬ
く

も
り
は
、
身
も
心
も
温
め
、
芸
術
家
に
一

番
大
事
な
感
性
を
磨
い
て
く
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
煙
突
や
ス
ト
ー
ブ
内
部
の
掃

除
も
大
変
で
す
が
、
一
番
苦
労
し
て
い
る

こ
と
は
薪
集
め
で
、
幸
い
今
年
は
植
木
屋

さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
、
こ
の
冬
は
持
ち
こ

た
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。「
し
っ
か
り
煙

突
掃
除
を
し
て
、
薪
も
山
の
よ
う
に
積
ん

で
冬
の
準
備
も
万
全
、
活
動
が
抑
え
ら
れ

る
冬
場
は
、
こ
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
で

絵
画
制
作
に
没
頭
し
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

◆
他
の
暖
房
器
具
に
は
な
い
温
か
さ

　
　
　
　
　

柳
沢　

三
知
子
さ
ん
（
県
）

　

友
達
の
家
で
薪
ス
ト
ー
ブ
の
温
か
さ
を

体
験
し
、
家
を
建
て
る
と
き
に
伐
採
し
た

ぶ
ど
う
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
た
め
、

薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
始
め
ま
し
た
。
他
の

暖
房
器
具
に
は
な
い
や
わ
ら
か
な
温
か
さ

が
あ
り
、
炎
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
た
だ

ひ
た
す
ら
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
贅
沢
を
感

じ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
本
体
は
半

永
久
的
に
使
え
、
煙
突
の
耐
用
年
数
の
長

さ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
１
階
に
薪
ス

ト
ー
ブ
が
あ
る
と
、
２
階
も
床
暖
房
の
よ

う
に
温
か
く
、
寝
る
時
も
薪
を
一
本
入
れ

て
お
く
だ
け
で
一
晩
中
温
か
さ
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
調

理
器
具
と
し
て
も
活
躍
し
、
煮
た
り
焼
い

た
り
色
々
な
料
理
が
で
き
ま
す
が
、
特
に

煮
込
み
料
理
を
工
夫
し
て
作
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
大
変
な
こ
と
は
薪
の
手
配
で
、

「
森
林
整
備
が
推
進
さ
れ
間
伐
材
が
手
に

入
り
や
す

い
環
境
に

な
れ
ば
、

薪
ス
ト
ー

ブ
も
普
及

す
る
し
、

地
球
温
暖

化
防
止
に

も

つ

な

が
っ
て
い

く
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
今
す
ぐ
で
き
る

　
　
　
　

暖
房
の
省
エ
ネ

　

灯
油
や
ガ
ス
、
電
気
を
用
い
る
暖
房
器

具
は
、
化
石
燃
料
を
使
い
大
量
の
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
遣
い
を
点
検
し
、

ひ
と
工
夫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
衣
服
を
も
う
一
枚
重
ね
着
し
て
、
暖
房

の
設
定
温
度
を
１
℃ 
下
げ
ま
し
ょ
う
。

②
窓
か
ら
逃
げ
る
熱
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
、

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん
し
、
暖
房

の
使
用
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

訂
正
と
お
わ
び

　

市
報
と
う
み　

月
号　

ペ
ー
ジ
の
内
容

１０

２４

に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
上
田
第
三
木
材
協
同
組
合

（
正
）
上
田
第
三
木
材
合
資
会
社

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
８
９
６

６４

　

利
用
者
の
声
―
―
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　11月8日（月）より、東御市商工会

館・商工会事務所が大日向（現：商

工会北御牧支所）に移転します。

　移転に伴い「とうみレッツ号」受

付センターも移りますが、運行内容
� ��������

や利用申し込みに変更はありません。
� ���������������������������������

＜連絡先＞

　〒389－0404　東御市大日向224－5

　　　�67－3382　FAX67－2107

　■とうみレッツ号受付センター

　　　�64－6636

『東御市商工会館』 移転のお知らせ

  
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
地
方
公
務
員
法
並

び
に
東
御
市
職
員
安
全
運
転
管
理

規
程
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を
行
い

ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

　

市
と
し
て
交
通
安
全
を
推
進
す

る
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民

の
皆
様
の
信
頼
を
損
な
い
ま
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
心
か
ら
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
厳

し
く
職
員
と
し
て
の
心
構
え
や
公

務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
生
活
態

度
な
ど
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
回
の
こ
と
を
深
く
反
省

し
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

﹇
対
象
職
員
﹈　

農
林
課
主
査　
３９

歳　

﹇
処
分
内
容
﹈　

戒
告　

﹇
処

分
年
月
日
﹈　

平
成　

年　

月
１

２２

１０

日　

﹇
事
故
の
状
況
﹈　

平
成　

年
２２

６
月
６
日
（
日
）、
私
用
に
よ
り
自

家
用
車
で
市
内
商
店
の
駐
車
場
か

ら
道
路
へ
出
る
際
、
直
進
し
て
き

た
大
型
自
動
二
輪
車
と
出
合
い
頭

に
衝
突
し
、
相
手
に
重
傷
を
負
わ

せ
た
も
の
。

　
　
　
　

●
総
務
部
総
務
課

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
班班班班班班班班班班班班班班班班班班班班班
ががががががががががががががががががががが

 
新
張
区
自
主
防
災
班
が

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ
ＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』
ををををををををををををををををををををを
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

　
　
　
　

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
宝
く
じ
助
成
事
業
―

　

宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
地
域
文

化
の
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
支
援
な
ど
、
地
域
振
興
の
た
め

の
事
業
を
通
じ
て
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
区
や
自
治
会
等
が
自
主
的

に
行
う
施
設
・
設
備
・
備
品
等
の

整
備
に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
を
受
け
、
新
張

区
自
主
防
災
班
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
購
入
し
、

区
の
公
民
館
に
設
置
し
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
納
入

業
者
よ
り
機
器
の
取
り
扱
い
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
初
期

の
救
命
処
置
の
大
切
さ
を
学
び
、

区
民
の
助
け
合
い
の
気
持
ち
や
防

災
意
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲真剣に話を聞く参加者▲設置されたＡＥＤ

▲新商工会館
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誕生日おめでとう！（ 11 月生まれ）

 �  橋 　 侑  悟 くん （加沢）
たか はし ゆう ご

（１歳、H２１．１１．２０生）

　侑くん、お誕生日おめでとう�かくれ

んぼ、鬼ごっこ大好き！歩けるように

なったらお散歩行こうね�これからも元

気にすくすく育ってね！

 堀  内 　　 優 くん （常田）
ほり うち ゆう

（１歳、H２１．１１．２５生）

　人の気持ちの解る優しい子になってね。

賢く、強く、いつも思いやりの心を持っ

ていてね。

 柳 
やなぎ

 澤 　
さわ

 良 
りょう

 太 くん  （本海野）
た

（１歳、H２１．１１．１１生）

　お誕生日おめでとう、良太！ごはん大

好きな、良太。抱っこ大好きな、良太。

その笑顔でみんなを元気にしてくれてあ

りがとう。お姉ちゃんの利奈と仲良くね

�

 依  田 　 佳  奈 ちゃん （東上田）
よ だ か な

（１歳、H２１．１１．２０生）

　佳奈ちゃん、お誕生日おめでとう！可

愛い仕草で皆に幸せありがとう�元気に

大きくなってね。

 保  科 　 莉  子 ちゃん （大日向）
ほ しな り こ

（１歳、H２１．１１．１９生）

　莉子ちゃん１歳のおたんじょうびおめ

でとう�家族全員、莉子ちゃんが大好き

�ずっとなかよく�可愛い莉子ちゃんで

いてね�

 土  屋 　　
つち や

 隼 くん （田中）
しゅん

 （１歳、H２１．１１．２６生）

　隼くん、1歳のお誕生日おめでとう。

ちひろ姉ちゃんと一緒に遊んでいるとき

のニコニコ顔が大好きです。これからも

元気にスクスク大きくなってね。

 甘  利 　　
あま り

 翔 くん （県）
かける

（２歳、H２０．１１．１２生）

　ボールで遊んでいる時の笑顔が一番好

きです。素直に育って下さい。

 � 
やなぎ

 澤 　 晴  空 くん （加沢）
さわ そ ら

 （２歳、H２０．１１．１２生）

　晴空くん２歳のお誕生日おめでとう�

�たくさんのお話しをしてくれる晴空く

ん♪来年はお兄ちゃんになる姿も楽しみ

にしてるよ��これからも元気いっぱい

の晴空くんでいてネ★

 小  山 　 奈  々   心 ちゃん （牧ヶ原）
こ やま な な み

（２歳、H２０．１１．２４生）

　2歳のお誕生日おめでとう�おしゃべ

りも上手になってきた、ななちゃん�い

ろんな事が出来るようになってきたね�

姉妹仲良く元気に育ってネ�

 柳 
やなぎ

 澤 　 泰  誠 くん （県）
さわ たい せい

 （２歳、H２０．１１．２５生）

　色々な物を見て、たくさんの体験をし

て、み～んなに大事にされて、１年で

とっても成長しました。お話しも上手に

なってきて楽しみだナ�２才も元気一杯

で過ごそうね♪

 大  滝 　 真  央 ちゃん （田中）
おお たき ま お

（２歳、H２０．１１．２６生）

　♪まーたん、２歳の誕生日おめでとう

♪お兄ちゃんのまねをしたり、お話もた

くさんできるようになったネ�２歳も元

気一杯でいこうネ�

 金  井 　 宏  斗 くん （東町）
かな い ひろ と

 （３歳、H１９．１１．９生）

　3歳になったね�おめでとう�好きな

物や出来る事が増えて、たくましくなっ

たね。お姉ちゃんと仲良く元気に育って

いってね�
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とうみ

☆募集します!!☆　（対象者１２月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。締め切りは、１１月１１日 （木） 必着。

 
車
上
狙
い
、

　

自
転
車
盗
に
ご
注
意

　

市
内
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
車

上
狙
い
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。　

最
近
の
例
で
は
、
す

ぐ
戻
る
か
ら
と
鍵
を
掛
け
ず
に

車
を
離
れ
た
ス
キ
に
、
あ
る
い

は
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
鍵
を
か
け

た
つ
も
り
が
掛
か
っ
て
お
ら
ず

被
害
に
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で

す
。

●
短
時
間
の
駐
車
の
際
も
、
必

ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

●
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
鍵
を
ポ
ケ

　

ッ
ト
や
バ
ッ
グ
等
に
入
れ
る

と
き
は
、
ス
イ
ッ
チ
が
何
か

に
触
れ
て
解
錠
し
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
を
絶
た
な
い
自
転

車
盗
の
最
近
の
特
徴
は
、
自
宅

に
駐
輪
し
た
無
施
錠
の
自
転
車

が
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
自
宅
は
も
と
よ
り
、
ど
こ
に

駐
輪
し
て
も
必
ず
施
錠
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
二
重
ロ
ッ

ク
が
有
効
で
す
。

　

東
御
市
警
部
交
番

　
　

�　

－

０
１
０
４

６２

　

生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

シシシシシシシシシシ
シシシシシシシシシシ
ャャャャャャャャャャ
モモモモモモモモモモ
のののののののののの
ママママママママママ
リリリリリリリリリリ
ネネネネネネネネネネ

 
シ
シ
ャ
モ
の
マ
リ
ネ

●
材
料
（
６
人
分
）

　

し
し
ゃ
も 
…
…
…
…
…
…
… 　

尾
１２

　

玉
ね
ぎ 
…
…
…
…
…
…
…
… 　

g
５０

　

に
ん
じ
ん 
…
…
…
…
…
…
… 　

g
５０

　

ピ
ー
マ
ン 
…
…
…
…
…
…
… 
2
個

　

小
麦
粉 
…
…
…
…
…
…
…
… 
適
量

　

サ
ラ
ダ
油 
…
…
…
…
…
…
… 
適
量

　
　
　

酢 
…
…
…
…
…
…
…
… 　

㏄
７０

　
　
　

塩 
…
…
…
…
…
… 
小
さ
じ
１

　
　
　

砂
糖 
…
…
…
…
…
…
… 　

g
４０

● 
作
り
方

①
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
、
に
ん
じ
ん
と

ピ
ー
マ
ン
は
せ
ん
切
り
に
す
る
。

Ａ
の
材
料
と
水
１
０
０ 
㏄ 
を
混
ぜ

合
わ
せ
て
お
く
。

②
し
し
ゃ
も
は
、
全
体
に
う
す
く
小

麦
粉
を
ま
ぶ
す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に

１ 
㎝ 
位
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
１
７
０

度
に
熱
し
、
し
し
ゃ
も
を
入
れ
る
。

途
中
上
下
を
返
し
て
、
き
つ
ね
色

に
な
る
ま
で
揚
げ
焼
き
す
る
。

③
し
し
ゃ
も
の
油
を
切
り
、
�
を
乗

せ
て
味
が
な
じ
む
ま
で　

〜　

分

１５

３０

置
く
。

���
Ａ

�

 柳 
やなぎ

 澤 　 利  奈 ちゃん （本海野）
さわ り な

（３歳、H１９．１１．１１生）

　お誕生日おめでとう、利奈！新幹線大

好きな、利奈。ディーゼル機関車大好き

な、利奈。将来はレールレディーになれ

るといいね�応援しているよ！弟の良太

と仲良くね�

 宮  下 　 佳  大 くん （田中）
みや した けい と

 （３歳、H１９．１１．１４生）

　佳大、３歳おめでとう�外遊びが大好

きだよね。これからも兄弟仲良く元気

いっぱい遊ぼうね�

第 17話　親は子離れ・子は親離れ
男女共同参画プラン推進委員会  
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運
動
会
一
番
の
思
い
出

　
　
　
　
　

和
小
学
校
五
年

　
　
 
出  
澤 　
 
里  
菜 　

い
で 
さ
わ 

り 

な

　

和
小
学
校
１
３
１
回
目
の
運
動

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
種
目
も

力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
特
に
が
ん
ば
っ
た
の

は
組
体
操
で
す
。
運
動
会
ま
で

１
ヶ
月
間
、
１
人
技
か
ら
メ
イ
ン

の
タ
ワ
ー
ま
で
が
ん
ば
っ
て
練
習

し
て
き
ま
し
た
。
一
番
練
習
の
中

で
力
を
入
れ
た
技
は
メ
イ
ン
の
タ

ワ
ー
で
す
。　

人
で
力
を
合
わ
せ

１０

て
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
が
ん
ば

　 
か
く
ま
祭
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
一
年

　
　
 
岩  
下 　
　

い
わ 
し
た

 
航 　

わ
た
る

　

９
月　

、　

日
に
か
く
ま
祭
が

１７

１８

あ
り
ま
し
た
。
か
く
ま
祭
は
北
御

牧
中
学
校
の
最
大
行
事
で
す
。
ぼ

く
た
ち
一
年
生
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
楽
し
み
で
し
た
。

　

二
日
目
、
か
く
ま
祭
の
メ
イ
ン

「
か
く
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
あ
り
ま
し
た
。
僕

は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
ク
ラ
ス
合
唱
の

指
揮
者
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
一
年
一
組
の
合
唱
の
番
が
き

ま
し
た
。
練
習
し
て
き
た
テ
ン
ポ

を
頭
に
入
れ
て
や
り
ま
し
た
。
伴

奏
者
や
歌
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
と
心
を
一
つ
に
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
で
一
番
い
い
合
唱
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
番
一
週
間
前
ま
で
心
は
少
し

バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
か
ら
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

み
ん
な
で
協
力
し
て
練
習
で
き
た

か
ら
こ
そ
、
心
が
一
つ
に
な
れ
た

と
思
い
ま
す
。
か
く
ま
祭
で
ク
ラ

ス
が
以
前
よ
り
も
団
結
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

り
ま
し
た
。
体
全
体
が
い
た
い
し
、

キ
ツ
か
っ
た
け
れ
ど
み
ん
な
が
一

つ
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
か
ら
練

習
中
何
度
も
成
功
で
き
た
ん
だ
な

と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
本
番
が

来
ま
し
た
。
運
動
会
前
日
、
２
人

技
の
サ
ボ
テ
ン
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
、
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
が
本

番
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
も
な

く
終
わ
り
ま
し
た
。
１
人
技
、
３

人
技
、
５
人
技
な
ど
も
失
敗
し
な

い
で
終
わ
り
、
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
特
に
５
人
技
は
人

数
が
増
え
る
と
大
変
に
な
っ
て
、

足
が
ガ
タ
ガ
タ
し
ま
し
た
が
成
功

し
ま
し
た
。
そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
メ
イ
ン
の
タ
ワ
ー
を
や
る

番
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
真
ん
中

で
下
の
土
台
か
ら
落
ち
そ
う
に
な

る
し
、
上
は
重
い
か
ら
と
て
も
大

変
で
し
た
。
で
も
、
周
り
か
ら
拍

手
が
起
こ
る
と
「
成
功
し
た
ん
だ
。

良
か
っ
た
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

と
っ
て
も
い
い
組
体
操
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
に
和
児
童
ク
ラ
ブ
が

１０

開
設
し
て
か
ら
、
早
く
も
１
年
経

ち
ま
し
た
。
児
童
数　

名
で
の
ス

１２

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
で
は
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で　

名
の
個
性

１８

豊
か
な
子
ど
も
達
が
元
気
い
っ
ぱ

い
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
、
ま
ず
宿

題
を
済
ま
せ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
の
お
や
つ
タ
イ
ム
。
後
片

付
け
を
し
た
ら
自
由
遊
び
。
室
内

で
お
絵
か
き
や
工
作
等
を
し
た
り
、

小
学
校
の
体
育
館
で
思
い
き
り
走

り
回
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
す
。
お

家
の
方
が
お
迎
え
に
見
え
る
ま
で
、

兄
弟
、
姉
妹
の
よ
う
に
じ
ゃ
れ
合

っ
た
り
、
ケ
ン
カ
を
し
た
り
と
そ

れ
は
も
う
に
ぎ
や
か
で
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
み
る
と

楽
し
み
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
月

に
一
度
は
地
元
紙
芝
居
の
会
の
方

に
よ
る
「
お
話
の
会
」
が
あ
り
ま

す
。
冬
休
み
に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
作
っ
て
大
歓
声
を
あ
げ
ま

し
た
。
春
休
み
に
は
水
筒
を
持
っ

て
お
散
歩
に
出
か
け
、
夏
休
み
に

は
ク
ラ
ブ
横
の
樹
木
園
の
木
陰
で

お
弁
当
を
広
げ
た
り
、
シ
ャ
ボ
ン

玉
を
飛
ば
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

和
地
区
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

学
校
の
先
生
方
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
人
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

心
身
共
に
や
さ
し
く
、
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
達
で
す

▲まずは宿題から

▲外で食べるお弁当はおいしいね

▲

ク
ラ
ス
の
歌
声
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

　

月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

１１『
図
書
館
ま
つ
り
』
お
は
な
し
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ペ
シ
ャ
ル

�
日
時　
　

月　

日 （
土
）

１１

１３

　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　
　
　
　

（
対
象：

就
学
前
の
お
子
さ
ん
）

　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
１
時　

分
〜

３０

　
　
　
　

（
対
象：

小
学
生
以
上
）

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階　

読
書
会
室

�
内
容

　

市
内
４
団
体
の
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
ご
出
演
い
た
だ
き

ま
す
。
詳
細
は
、　

月　

日
発
行
お
知
ら

１０

１８

せ
版　

ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

１８

　

月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１１

１２

�
場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

図
書
館
だ
よ
り

11月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

654�2�

131211109�7

2019181716�14

27�252423�21

30�28

◆
一
般
書

�
も
っ
と
お
い
し
い
！
タ
ジ
ン
鍋

　
　
　
　
　
 
…
…
…
…
…
野
澤　

幸
代
・
著

�
仕
事
が
で
き
る
人
は
な
ぜ
デ
ス
ク
が
き
れ

い
な
の
か－

超
・
オ
フ
ィ
ス
整
理
術－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
…
小
松　

易
・
著

�
安
心
し
た
が
る
人
 々
…
曽
野　

綾
子
・
著

�
ほ
ら
吹
き
茂
平　

　

－

な
く
て
七
癖
あ
っ
て
四
十
八
癖－

　
　
　
　
　
　
 
…
…
宇
江
佐　

真
理
子
・
著

◆
児
童
書

� 
お
お
き
な
木

　
 
…
…
シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
・
作

�
１
ね
ん
１
く
み
の
１
に
ち

　
　
　
　
　
 
…
…
…
…
…
川
島　

敏
生
・
作

�
も
り
の
て
ぶ
く
ろ

　
 
…
…
ナ
タ
ー
リ
ヤ
・
チ
ャ
ル
ー
シ
ナ
・
絵

�
ト
イ
レ
の
神
様

　
　
　
　
　
　
 
…
…
と
り
ご
え　

ま
り
・
絵

�
1
0
0
㎞
！ 
…
…
…
…
片
川　

優
子
・
作

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

 
図
書
館
発

  
今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

�
早
期
発
見
か
ら
介
護
ま
で

　
　
　
　
　

よ
く
わ
か
る
認
知
症

川
畑　

信
也　

著

日
本
実
業
出
版
社

�
あ
な
た
の
家
族
が

　
　
　
　

「
う
つ
」
に
な
っ
た
ら

光
本　

英
代　

著

　

今
月
は
、
病
気
（
医
学
）
に
関
す
る
本
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
図
書
館
で
は
、
医
学
百
科

や
難
し
い
専
門
書
ば
か
り
で
な
く
、
わ
か
り

や
す
い
言
葉
で
書
か
れ
た
本
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
近
年
で
は
予
防
も
含
め
、「
う
つ
」

や
、「
認
知
症
」
に
関
す
る
書
籍
の
お
問
い
合

わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
気
に
な
る
分

野
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
手
に
と
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　

月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

１１【
柳
田
邦
男
さ
ん
推
奨
の
絵
本
】

　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
評
論
家
の

柳
田
邦
男
さ
ん
お
す
す
め
の
絵
本
を
集
め

ま
し
た
。

・
ヤ
ク
ー
バ
と
ラ
イ
オ
ン
Ⅰ
勇
気

テ
ィ
エ
リ
ー
・
デ
デ
ュ
ー：

作

柳
田　

邦
男：

訳

講
談
社

・
森
の
絵
本

長
田　
　

弘：

作

荒
井
良
二：

絵

講
談
社

　
　

月　

日
に
は
、
中
央
公
民
館
に
て
柳

１１

２８

田
さ
ん
の
講
演
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、　

月
１
日
発
行
お

１１

知
ら
せ
版　

ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

１５

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
中
に
新
図
書
館

２４

の
開
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
図
書
館
建
設
に
向
け
、
8
月
よ
り

「
〜
市
民
と
一
緒
に
つ
く
る
〜　

新
図
書

館
講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
利
用
に
つ
い
て
学
び
、
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
市
民
協
働
で
図
書
館

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
１
回
ご
と
の
参
加
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
お
知
ら

せ
版
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ご
参
加
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

  
洗
顔
料
や
薬

　
　

日
常
生
活
に
潜
む
キ
ケ
ン

 
火
山
灰
を
含
む
洗
顔
料
に
注
意

　

火
山
灰
、
シ
ラ
ス
、
シ
ラ
ス
バ
ル
ー
ン

と
い
っ
た
火
山
灰
由
来
の
原
材
料
を
配
合

し
た
洗
顔
料
が
人
気
で
す
が
、
目
に
入
っ

た
場
合
、
中
に
残
っ
て
眼
表
面
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
洗
顔
料
や
ス
ク
ラ
ブ
剤
入
り

の
洗
顔
料
を
使
用
す
る
と
き
は
、
目
に
入

ら
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
、
万
一
、
目

に
入
っ
て
異
物
感
や
痛
み
を
感
じ
た
と
き

は
眼
科
医
へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 
薬
の
包
装
容
器
の
誤
飲
に
注
意

　

薬
の
包
装
様
式
の
ひ
と
つ
に
、
写
真
の

よ
う
な
「
Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
１
錠
ず
つ
切
り
離
し
包
装
の
ま
ま

飲
み
込
ん
で
し
ま
う
、
高
齢
者
の
誤
飲
事

故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
飲
み
込
ん
で
し

ま
う
と
、
Ｘ
線
写
真
に
も
写
り
に
く
い
た

め
、
内
視
鏡
で

取
り
出
す
こ
と

に
な
り
、
身
体

へ
の
負
担
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｐ
包
装

の
薬
は
１
錠
ず

つ
に
切
ら
ず
、

１
回
分
ず
つ
の
薬
を
袋
に
ま
と
め
て
入
れ

る
『
一
包
化
』
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
服
用
の
際
は
家
族
な
ど
周
り
に
い
る

人
も
気
を
配
り
、
万
一
、
飲
み
込
ん
だ
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
直
ち
に
医
師

の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 
金
貨
の 「
即
現
金
化
」 に
注
意

　

消
費
者
金
融
な
ど
に
よ
る「
即
現
金
化
」

と
い
っ
た
触
れ
込
み
で
、
も
う
け
話
を
持

ち
か
け
る
詐
欺
の
手
口
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
自
分
の
欲
し
い
金
額
分
の
金
貨
を

購
入
し
、
そ
の
後
、
別
の
買
い
取
り
業
者

に
転
売
し
現
金
化
さ
せ
る
と
い
う
仕
組
み

で
す
が
、
消
費
者
が
手
に
す
る
金
額
は
購

入
代
金
よ
り
必
ず
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
取
引
は
信
用
で
き
る
業
者
と

行
い
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
鵜
呑
み
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
他
の

商
品
で
も
同
様
の
手
口
が
あ
る
の
で
、
絶

対
に
利
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

人
権
問
題
に
お
い
て
、
相
手
の
人
権
を

侵
す
こ
と
の
問
題
が
ま
ず
と
り
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
た
時
ど
う
す

る
か
の
問
題
が
あ
る
。
部
落
解
放
運
動
の

先
駆
者
で
あ
る
松
本
治
一
郎
さ
ん
が
戦
後

日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
に
す
る
か
考
え
た

時
、
共
和
国
の
構
想
理
念
を
「
不
可
侵　

不
可
被
侵
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
人
権
を
守
る
上
で
重
要
な
考
え

だ
と
思
う
。
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
は
い

け
な
い
が
、
自
分
の
人
権
も
侵
害
さ
れ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

人
権
が
侵
さ
れ
た
場
合
は
当
事
者
の
不

当
性
の
主
張
が
重
要
で
あ
る
。
不
当
性
を

主
張
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分
が
相

手
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
か
、
自
分

の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
を
感
じ

と
る
人
権
感
覚
が
必
要
で
あ
る
。
人
権
感

覚
と
は
、
自
分
や
家
族
が
人
権
を
侵
さ
れ

た
時
感
じ
る
心
の
痛
み
を
他
人
に
も
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
感
覚
と
言
わ
れ
る
。

　

自
分
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
た
時
は
、
そ
の
不
当
性
を
社
会
に
訴
え

て
い
か
な
い
と
な
か
な
か
解
決
の
道
が
開

け
な
い
。
し
か
し
、
往
々
に
し
て
人
権
が

侵
害
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
人
は
少
数
派
で

あ
っ
た
り
、
弱
い
立
場
で
あ
っ
た
り
す
る

の
で
、
訴
え
る
に
は
勇
気
が
い
る
。
そ
こ

で
、
訴
え
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
権
感
覚

を
持
っ
た
社
会
が
問
題
解
決
を
大
き
く
左

右
す
る
。
日
ご
ろ
の
人
権
感
覚
を
高
め
る

研
修
が
大
事
で
あ
る
。
障
が
い
者
や
公
害
、

薬
害
エ
イ
ズ
の
問
題
で
も
当
事
者
の
訴
え

は
社
会
を
変
え
る
大
き
な
力
に
な
っ
た
。

人
権
学
習
に
お
い
て
は
他
人
の
人
権
を
侵

さ
な
い
と
同
時
に
、
自
分
の
人
権
を
守
る

学
習
も
大
切
で
あ
る
。

　

自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

た
時
の
具
体
的
な
解
決
手
順
と
し
て
、
ま

ず
当
事
者
の
関
係
機
関
へ
の
相
談
が
考
え

ら
れ
る
。
次
は
、
周
り
が
そ
の
こ
と
に
気

づ
き
、
動
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、

社
会
全
体
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
対
策

を
考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
時

に
は
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
た
場
合
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
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とうみ

る
「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
」
で
す
。
こ
こ
で
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
」
に
注
目
し
、
そ
の
予

防
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
予

防
に
は
４
つ
の
点
が
重
要
で
、
４
つ
の
う

ち
ど
れ
か
ひ
と
つ
が
欠
け
て
も
効
果
は
半

減
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
や
り
す
ぎ
な
い

　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
、
別
名
「
や
り
す
ぎ

症
候
群
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
動
作
回

数
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
運
動
時
間
や
回
数
を
決
め
て
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
体
づ
く
り

　

ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
関
節
に
痛
み
が
出
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
障
害
を
起
こ

し
や
す
い
関
節
の
ま
わ
り
の
筋
肉
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
体
の
ケ
ア
を
す
る

　

運
動
後
の
疲
れ
を
素
早
く
取
る
た
め
に

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
、
多
く
使
っ
た
部
位
に
は

ア
イ
シ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
フ
ォ
ー
ム
の
修
正

　

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
な
り
に
く
く
し
ま
す
。

　

来
月
は
、
こ
の
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て

詳
し
く
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
『
し
ん
た

い
』
で
指
導
員
を
し
て
お
り
ま
す
伊
藤
勇

太
で
す
。
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

体
操
や
運
動
を
す
る
機
会
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

横
浜
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
学
生
時
代

は
野
球
部
で
毎
日
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ー
ル
の
投
げ
す

ぎ
で
肩
と
ひ
じ
に
常
に
痛
み
を
抱
え
て
プ

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
発
生
す
る

「
ケ
ガ
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
発
生
す
る
ケ
ガ
に

は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と

つ
は
骨
折
や
ね
ん
ざ
な
ど
た
っ
た
１
回
の

出
来
事
で
起
こ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
」、
も

う
ひ
と
つ
は
�
テ
ニ
ス
ひ
じ
�
や
�
野
球

肩
�
な
ど
同
じ
動
作
を
繰
り
返
し
て
起
こ

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
」
を

　
　
　
　
　
　
　

予
防
し
て

  
楽
し
く
永
く
ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
　
　
　
　
　

し
よ
う 
①

�

 柳 
やなぎ

 澤   亜  紀  栄養士
さわ あ き

  
ここ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

栄
養
士
で
す

　

内
臓
脂
肪
を
た
め
な
い

　
　
　
　
　
　

生
活
習
慣
を

　

皆
さ
ん
は
、
今
年
度
健
診
を

受
け
ま
し
た
か
？
そ
の
中
で
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
り
、
見
た

り
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
は
、
下
図
の
と
お
り
腹
囲

と
健
診
項
目
が
あ
て
は
ま
る
場

合
を
言
い
ま
す
。

　

下
の
質
問
表
で
あ
な
た
や
周

り
の
方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
当
て
は
ま
る
項
目
が

多
い
ほ
ど
、『
内
臓
脂
肪
』
が
蓄

積
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の

中
で
無
理
な
く
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
ち
ょ
っ
と
し
た
生

活
の
注
意
で
病
気
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
保
健
課
で
は
、
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

●
生
活
習
慣
病

　
　
　
　

予
防
相
談
窓
口

　
　

健
康
保
健
課

　
　

�　

－

８
８
８
３

６４

見直すポイント項　　　　　目

食事の時間や量

テレビや本をみながら食事をする

食べる速度が速い

お酒をたくさん飲む

夕食の時間が遅い

お腹いっぱいになるまで食べる

食事の時間や回数が不規則

食事の内容

ごはんやめんが好き

脂っこい食事をよくする

お菓子など甘いものが好き

ジュースをよく飲む

野菜を食べない

運動や
　生活スタイル

運動が苦手

体を動かすのが面倒

車での移動が多い
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〈広告欄〉　

 １１月の納税 （納期限１１月３０日）
�固定資産税・都市計画税（４期）

�国民健康保険税（普通徴収）（６期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（５期）

�介護保険料（普通徴収）（５期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

＋１件110件７件件数

＋４件141名1２名傷者

＋１名２名０名死者

市内交通事故統計　９月分　　　　　　

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の９月の出動件数＝

火災　１件（１０件）　救急101件（822件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成2１年９月平成22年９月

31.1℃（７日） 35.4℃（５日） 最高気温

7.7℃（21日） 6.6℃（26日） 最低気温

19.3℃　　　　21.5℃　　　　平均気温

65.4％　　　　75.9％　　　　平均湿度

24.0㎜　　　　141.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

９月30日現在

◆国民年金保険料を納付している方

　⇒「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が

届きます

　国民年金保険料は、納付した全額が“所得税”や

“市県民税”の控除の対象となります。国民年金保険

料を社会保険料控除として申告するために必要な平成

22年中に納付した額を証明する「社会保険料（国民年

金保険料）控除証明書」が、11月上旬に日本年金機構

から送付されます。（10月1日から12月31日までの間

に初めて保険料を納付する方には、平成23年１月下旬

に送付されます）確定申告を行うまで大切に保管して

ください。

　また、保険料を被保険者に代わって納付された場合

も、納付した方の控除対象となります。年末調整など

の手続きの際には、届いた控除証明書を添付のうえ、

ご自身の社会保険料の額と合算して申告してください。

◆老齢年金を受給している方

　⇒「扶養親族等申告書」の提出をお忘れなく

　老齢年金には所得税法上、「雑所得」として税金がか

かります。（障害年金や遺族年金は非課税）

　年金額が158万円以上の方（65歳未満の方は108万

円以上）は受け取る年金から所得税が源泉徴収されま

すが、源泉徴収の際に各種控除を受けるためには、あ

らかじめ「扶養親族等申告書」を日本年金機構に提出

する必要があります。この「扶養親族等申告書」は11

月上旬までに日本年金機構から対象となる年金受給者

に送付されます。必要事項を記入の上、期限までに日

本年金機構に返送してください。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　　�0267－22－1080
　市民課国保年金係　�62－1111 （代表）

 年金加入者も年金受給者も
  10～11月は大切な通知が届きます

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス
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とうみ
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
そ
れ
は
、 

　

燃
や
す
し
か
な
い

　
　
　

ご
み
で
す
か
？

　

燃
え
る
ご
み
の
指
定
袋
の
中

に
新
聞
や
雑
誌
等
の
紙
類
が
か

な
り
入
っ
て
い
て
驚
か
さ
れ
ま

す
。
市
報
と
う
み
４
月
号
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
ま
れ

る
ご
み
の　

％
が
紙
類
・
布
類

４６

で
す
。

　
　

月
４
日
、
い
く
つ
か
の
収

１０
集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
調
査
し
ま

し
た
。
結
果
は
、
い
ず
れ
の
収

集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
ほ
ぼ

半
数
の
袋
に
明
ら
か
に
資
源
化

で
き
る
紙
類
が
多
く
入
っ
て
お

り
、
中
に
は
ご
み
全
体
を
新
聞

紙
で
く
る
ん
で
い
る
も
の
や
、

広
告
等
を
ち
ぎ
っ
て
入
れ
て
あ

る
も
の
、
一
袋
の
ほ
と
ん
ど
が

チ
ラ
シ
や
広
告
等
の
も
の
も
あ

り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
聞
･
雑
誌
等
は
資
源
物
と

し
て
回
収
さ
れ
る
も
の
で
、
３

回
か
ら
５
回
は
再
生
可
能
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
経
費
を
か
け

て
可
燃
ご
み
と
し
て
処
分
し
て

も
灰
し
か
残
り
ま
せ
ん
。
資
源

と
し
て
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
環
」

に
乗
せ
循
環
さ
せ
る
と
い
う
発

想
に
も
う
切
り
換
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

〈広告欄〉

 
市
税
の

 
『
滞
納
』
に
つ
い
て

　
　
　

納
期
限
内
に
納
付
し
な

　
　

い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
　
　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に

　
　

納
付
し
な
い
と
、
滞
納
と

な
り
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
経
過
後
、
日
数

が
か
さ
む
と
「
延
滞
金
」
も
あ

わ
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

ど
う
し
て
も
納
期
限
内

　
　

に
納
税
で
き
な
い
場
合
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

　
　
　

市
税
を
滞
納
し
ま
す
と

　
　

延
滞
金
の
加
算
や
滞
納
処

分
等
の
不
利
益
な
結
果
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

納
税
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
に
は
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
　

滞
納
の
状
態
が
続
く
と

　
　

ど
う
な
り
ま
す
か
？

　
　
　

市
税
を
滞
納
し
た
ま
ま

　
　

の
状
態
が
続
く
と
、
財
産

調
査
を
行
い
、
滞
納
者
の
意
思

に
か
か
わ
ら
ず
滞
納
処
分
（
強

制
的
に
徴
収
）
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

滞
納
処
分
と
は
ど
の
よ

　
　

う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す

か
？

　
　
　

財
産
調
査
に
よ
り
発
見

　
　

さ
れ
た
財
産
の
差
押
を
執

行
し
ま
す
。
差
押
を
執
行
し
た

財
産
の
う
ち
、
債
権
（
預
貯
金

や
給
与
等
）
は
金
融
機
関
や
勤

務
先
に
取
立
て
を
実
施
し
て
滞

納
金
へ
充
当
し
ま
す
。
不
動
産

等
は
換
価
（
売
却
し
て
お
金
に

す
る
）
た
め
に
、
公
売
等
を
実

施
し
て
売
却
代
金
を
滞
納
に
充

当
し
ま
す
。

※
滞
納
処
分
に
は
多
く
の
時
間

と
費
用
を
要
し
て
し
ま
い
ま

す
。
市
税
の
期
限
内
納
付
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
収
税
管
理
係

　
　

�　
－

１
１
１
１ （
代
表
）

６２

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡ

▲チラシなどの紙類が多く含まれる袋

▲一袋全体が紙類のもの
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ートピックスー　地域の話題

　１０月９日、１０日に芸術むら公園一帯で火のアー

トフェスティバル2010が開催されました。８日

より焼成作業が始まった登り窯には見学者が入れ

替わり訪れ、窯の熱さや立ち上る黒煙の迫力に驚

いていました。９日には、北御牧中学校美術部が

“野焼き”を行い縄文時代の焼き物に挑戦しまし

た。10日は、北御牧地区と地域間交流を行って

いる新潟県上越市名立区の皆さんが今年もフェス

ティバルに参加し、名立太鼓と信州御牧太鼓保存

会の共演がイベント会場を盛り上げ、恒例のカニ

汁販売コーナーには大勢の皆さんが列を作ってい

ました。

（２０１０年１１月）

　９月２５日、東部中学校の創立５０周年記念事業として、記
念講演会が東部中学校卒業生の奥村晃さん（新日本フィル
ハーモニー交響楽団トロンボーン奏者）を講師に迎え行わ
れました。奥村さんは「辛い時期は長く感じるが、その時
期をどう過ごすかによって人生は前向きになれる。人にや
さしく、自分をしっかり見つめてより豊かな人生を過ごし
てほしい」と在校生にメッセージを投げかけました。　ま
た、｢子どもたちは大人が思っているよりも大人の姿を見
ている。大人は常に子どもたちと真剣に向き合い、見守っ
てほしい｣と保護者や先生方に話していました。

音の和、人の輪
｢東部中50周年記念講演会｣開催

美しい景色に囲まれて
景観を考える会が講演会開催

　10月3日、東御市景観を考える会主催の講演会が、料理研
究家の山本麗子さんを講師に開催されました。「とうみ、大
好き～東御市に移り住んで～」と題して、市内八重原に越し
てきた頃の様子や八重原の景色の美しさに日々幸せを感じな
がら生活していることなどが話されました。参加者に向けて
山本さんは「きれいなお庭を作りましょう」と自らの取り組
みを交えながら景観に対するメッセージを送り、市特産のク
ルミやじゃがいもを使ったレシピも紹介していました。

　

信
州
御
牧
太
鼓

▼

名
立
太
鼓
の
共
演

▲講演する山本さん

　

陶
芸
・
絵
付

▼

け
に
挑
戦

▼

中
学
生
の

　

野
焼
き

▼

講演会に先立ち
　行われた
　合唱コンクール

▼

講
演
す
る

　

奥
村
さ
ん
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

９
・　

▼
道
の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
来

２３

館
者
２
５
０
万
人
達
成
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー

　

・
３
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
局

１０

「
エ
フ
エ
ム
と
う
み
」
開
局

　

・　

、　

▼
大
田
区
友
好
都
市
ふ
れ

１０

１６

１７あ
い
ひ
ろ
ば
（
秋
田
県
美
郷

町
と
共
催
・
J
R
蒲
田
駅
前

広
場
）

　人権擁護委員として１２年間にわたり活動を続ける山丸洋
子さんが、その功績を認められ１０月５日に法務大臣表彰を
受けました。法務省が実施するSOSミニレターを通じ、 市

内小中学生の悩
みに答え続ける
山丸さんは「子
どものいじめや
虐待が無くなり、
みんな仲良く暮
らせる社会にし
たい」と話して
いました。

長年の功績に法務大臣表彰

（２０１０年１１月）

夫婦で勝ち取った優勝
　１０月６日、７日に行われた、第２０回文部科学大臣杯争奪
マレットゴルフ草津温泉大会女子の部で山越昭子さん（西
宮）が優勝しました。優勝報告に市役所を訪れた山越さん

は「夫婦でマレッ
トゴルフを楽しん
でいます。大会や
練習に連れて行っ
てくれる夫のおか
げです」と報告会
に同席した夫の明
男さんと顔を見合
わせ嬉しそうに話
していました。

　今年還暦を迎えられた木村政男さん（日向が丘）が、
「日本百名山」を踏破し花岡市長に喜びの報告を行いまし
た。１６歳のときに浅間山へ登ったのが最初で、今年９月に

鹿児島県屋久島の
宮之浦岳（１９３６ｍ）
の登頂で偉業を達
成しました。木村
さんは「危険もあ
るが登山が大好き。
最高の気分転換で
す」と話していま
した。

還暦に「日本百名山」を踏破

　９月２８日、秋の全国交通安全運動の一環で、高齢者交通
事故防止活動が湯楽里館で行われました。県交通安全教育
支援センターの指導で、湯楽里館を利用していた約８０名の

皆さんに向けて、
靴のかかとに夜光
反射材を貼り付け
て効果を実感する
「ピカピカペッタ
ンコ作戦」と楽し
い寸劇で交通安全
について学習がで
きた様子でした。

寸劇で交通安全を呼びかける

　市内外の有志らが集まり、ちんどん屋グループ「チンドン楽
士亭（らくしてい）」が結成されました。現在メンバーは１４名
で、１０代から６０代までと幅広い年齢層の皆さんが集まり、仕事
の合間など都合をあわせ練習を重ねています。用意した衣装や
楽器、のぼり旗は、メンバーの手作りやインターネットなどで
購入し、それぞれに工夫が凝らされています。代表の小原謙一
さん（奈良原）は「私たちの活動で笑顔いっぱいの元気なまち
になればと願っている。要望があれば様々な場所ににぎやかし
に行きたい」と話していました。
　｢メンバーになりたい」、「出かけてきてほしい」などの問い合
わせは�６３－７８３３（小原さん）まで。

まちを元気に、にぎやかに !!
市内にちんどん屋グループ結成

　

メ
ン
バ
ー
の

▼

皆
さ
ん

▼

エ
フ
エ
ム

　

と
う
み
開
局
式

　

に
出
動

▲前列左から2人目が昭子さん、後列左
　から3人目が明夫さん
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▼
黄
金
に
輝
い
て
い
た
稲
が
刈
り
取

ら
れ
、
山
々
の
木
々
も
色
付
き
、
秋

本
番
を
迎
え
ま
し
た
▼
芸
術
・
文
化

の
秋
。
祢
津
地
区
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

で
は
、
絵
画
や
書
、
生
け
花
な
ど
力

作
の
数
々
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
祢
津
小
子
ど
も
歌
舞
伎
ク
ラ

ブ
の
公
演
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
熱
演
に
大
き
な
拍
手
、
お
ひ
ね
り

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
た
今
回
の
演
目
は『
忠
臣
蔵
』。

松
の
廊
下
、
吉
良
邸
討
ち
入
り
な
ど

迫
真
の
場
面
を
堂
々
と
演
じ
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
雄
姿
を
観
客

で
あ
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
暖
か
く
見

守
る
姿
に
、
伝
統
芸
能
が
受
け
継
が

れ
続
け
る
根
幹
を
見
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
▼
季
節
が
巡
り
、
桜
の
花

が
咲
き

誇
る
東

町
歌
舞

伎
舞
台

で
の
集

大
成
の

演
技
が

楽
し
み

で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,508世帯（＋３）

総人口

31,638人（－26）

男 15,558人 （－９）

女 16,080人 （－１７）

（１０月１日現在）

人の動き

転入  61人（－１３）

転出  81人（±０）

出生  21人（＋１）

死亡  28人（＋３）

 ※カッコは９月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています




